[bookmark: _91lx6i9z5ond]レンタルスペース物品販売利用承諾書

レンタルスペース運営者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、レンタルスペース利用者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理又は運営するレンタルスペースにおいて、乙が物品販売を行うことについて、次のとおりレンタルスペース物品販売利用承諾書（以下「本承諾書」という。）を取り交わす。

[bookmark: _4uannlwws3ym]第1条（目的）
本承諾書は、乙が甲の管理又は運営するレンタルスペース（以下「本施設」という。）において物品の展示、販売、受注その他これらに付随する活動（以下「本販売活動」という。）を行うにあたり、利用条件、販売可能な物品、法令遵守、安全管理、顧客対応、損害賠償その他必要な事項を定め、甲乙双方の権利義務を明確にするとともに、本施設の適正かつ円滑な利用を図ることを目的とする。

[bookmark: _4a7teloaro9k]第2条（対象施設及び利用内容）
1. 本承諾書の対象となる施設及び本販売活動の内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	施設所在地
	

	利用区画・スペース
	

	利用目的
	□ 物品販売　□ 展示販売　□ 受注販売　□ ポップアップショップ　□ その他（　　　　　）

	販売イベント名称
	

	利用開始日
	年　　　月　　　日

	利用終了日
	年　　　月　　　日

	利用時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	搬入開始時間
	時　　　分

	搬出完了時間
	時　　　分

	販売責任者
	

	販売スタッフ人数
	名

	来場予定人数
	名

	その他特記事項
	


2. 乙は、前項に定める利用目的及び利用範囲を超えて本施設を使用してはならない。
3. 利用日時、販売内容、利用区画その他の重要事項を変更する場合、乙は事前に甲へ申し出て、書面又は電磁的方法による承諾を得るものとする。
4. 本承諾書は、本販売活動について甲が承諾する条件を定めるものであり、別途締結された施設利用契約又は利用規約がある場合は、これらと併せて適用する。

[bookmark: _1a2qs5vn31dt]第3条（販売物品の範囲）
1. 乙が本施設において販売する物品は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	販売物品の種類
	□ 衣料品　□ 雑貨　□ アクセサリー　□ 食品　□ 化粧品　□ 書籍　□ 美術品　□ その他（　　　　　）

	主な商品名
	

	商品ブランド・メーカー
	

	商品点数
	約　　　　　　点

	販売価格帯
	金　　　　　　円 ～ 金　　　　　　円

	販売形態
	□ 対面販売　□ 予約販売　□ 受注販売　□ その他（　　　　　）

	中古品の取扱い
	□ あり　□ なし

	食品の取扱い
	□ あり　□ なし

	試着・試用の実施
	□ あり　□ なし

	その他
	


2. 乙は、前項に記載した物品以外を販売しようとする場合、事前に甲の承諾を得るものとする。
3. 乙は、販売物品について適法な販売権限を有し、第三者の所有権、知的財産権その他の権利を侵害しないことを確認する。
4. 甲は、販売物品が法令、公序良俗又は本施設の利用条件に違反するおそれがあると合理的に認められる場合、当該物品の販売を承諾しないことができる。

[bookmark: _gxholnh3wmtg]第4条（物品販売の承諾）
1. 甲は、乙が本承諾書及び別途適用される施設利用契約又は利用規約を遵守することを条件として、本施設における本販売活動を承諾する。
2. 本承諾は、第2条及び第3条に定める利用日時、利用区画及び販売物品の範囲に限り効力を有する。
3. 乙は、甲の事前の承諾なく、第三者に本販売活動を実施させ、又は販売場所を転貸若しくは再提供してはならない。
4. 甲による本販売活動の承諾は、販売物品の品質、安全性、適法性、販売成果その他の事項について甲が保証することを意味しない。
5. 乙は、本承諾によって本施設の占有権その他利用目的を超える権利を取得するものではない。

[bookmark: _dif2sa5k6zu]第5条（法令及び許認可の遵守）
1. 乙は、本販売活動に適用される法令、条例、行政上の規制その他の規則を遵守するものとする。
2. 乙は、販売物品及び販売方法に応じて必要となる営業許可、届出、登録その他の法的手続を、自己の責任及び費用において適切に行うものとする。
3. 前項の手続には、必要に応じて次の事項を含むものとする。
(1) 食品衛生法に基づく営業許可又は届出
(2) 古物営業法に基づく古物商許可
(3) 医薬品医療機器等法に基づく必要な許可、届出又は表示
(4) 酒類販売に関する免許その他必要な手続
(5) 消防法、建築基準法その他施設の安全に関する法令への対応
(6) その他販売物品又は販売形態に応じて必要となる手続
4. 乙は、甲から合理的な範囲で求められた場合、許可証、届出書の控えその他必要な資料を提示するものとする。
5. 甲による本施設の利用承諾は、行政機関による許認可又は法令上必要な手続に代わるものではない。
6. 必要な許認可等を取得していないことが判明した場合、甲は、乙に対し当該販売活動の停止を求めることができる。

[bookmark: _xax42h85njmb]第6条（販売禁止物品）
乙は、本施設において、次の各号に該当する物品を販売してはならない。
1. 法令により販売が禁止されている物品
2. 偽造品、模倣品、盗品その他権利侵害又は違法性のある物品
3. 必要な許可又は届出を欠く医薬品、酒類、食品その他の物品
4. 危険物、爆発物、引火性物質その他施設の安全を著しく損なう物品
5. 衛生上の問題がある物品又は安全性に重大な懸念がある物品
6. 公序良俗に反する物品
7. 第三者の著作権、商標権その他の権利を侵害する物品
8. 甲が事前に販売禁止物品として明示した物品
9. その他法令又は本承諾書に違反する物品

[bookmark: _gmqdp9w9mcb5]第7条（販売活動の実施及び管理）
1. 乙は、本販売活動の実施にあたり、販売スタッフ、商品、什器、設備及び来場者の動線を適切に管理するものとする。
2. 乙は、来場者及び他の施設利用者の安全に配慮し、通路、出入口、避難経路及び消防設備の使用を妨げてはならない。
3. 乙は、本施設内での過度な呼び込み、騒音、振動、悪臭その他周囲に迷惑を及ぼす行為を行ってはならない。
4. 乙は、甲が定める利用人数、収容人数、設備使用条件その他の施設管理上の制限を遵守するものとする。
5. 乙は、販売スタッフに対し、本承諾書及び施設利用上の注意事項を周知し、その遵守について必要な管理を行うものとする。
6. 甲は、施設の安全管理又は適正な運営のため必要と認められる場合、乙に対して合理的な改善を求めることができる。

[bookmark: _xe6ygi6wk7wg]第8条（販売設備及び什器の使用）
1. 乙が本販売活動に使用する什器、陳列棚、テーブル、照明、電気機器その他の設備については、事前に甲の承諾を得るものとする。
2. 設備及び什器の使用条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	持込什器
	□ あり　□ なし

	施設備品の使用
	□ あり　□ なし

	電源使用
	□ あり　□ なし

	延長コード使用
	□ あり　□ なし

	冷蔵・冷凍設備使用
	□ あり　□ なし

	試着スペース設置
	□ あり　□ なし

	看板・ポスター設置
	□ あり　□ なし

	その他設備
	


3. 乙は、甲の事前の承諾なく、壁面、床面、天井、柱その他の施設部分に釘、ねじ、接着剤その他の方法による固定又は加工を行ってはならない。
4. 乙は、使用する設備及び什器について、転倒、落下、漏電、火災その他の事故を防止するため、合理的な安全対策を講じるものとする。
5. 甲が貸与する設備又は備品に不具合が認められる場合、乙は速やかに甲へ報告するものとする。
6. 甲乙いずれかの責めに帰すべき事由により設備又は備品に損害が生じた場合、その責任及び費用負担は第16条に従うものとする。

[bookmark: _c7wgston870i]第9条（商品の搬入及び搬出）
1. 乙は、第2条に定める搬入及び搬出時間を遵守するものとする。
2. 商品、什器、梱包資材その他の物品の搬入及び搬出は、原則として乙の責任及び費用において実施する。
3. 乙は、搬入及び搬出に際し、建物、設備、共用部分、エレベーターその他の施設を損傷しないよう必要な養生及び安全対策を講じるものとする。
4. 搬入又は搬出に大型車両、台車その他の機材を使用する場合、乙は事前に甲へ申告し、必要な承諾を得るものとする。
5. 乙は、利用終了時刻までに商品の搬出、設備の撤去、清掃及び原状回復を完了するものとする。
6. 搬出が予定時間を超過する場合、乙は速やかに甲へ連絡し、延長の可否及び追加料金について協議するものとする。

[bookmark: _gc7oaskkkaqa]第10条（販売代金及び決済）
1. 本販売活動における商品価格の設定、代金の受領、決済処理、領収書の発行その他の販売取引は、別途合意がある場合を除き、乙の責任において行うものとする。
2. 乙は、商品価格、消費税、送料、支払条件その他購入者に必要な情報を適切に表示するものとする。
3. 乙が現金、クレジットカード、電子マネー、QRコード決済その他の決済方法を利用する場合、必要な契約及び管理を自己の責任で行うものとする。
4. 甲は、別途書面による合意がない限り、乙の販売代金の収納、管理、精算又は回収について義務を負わない。
5. 乙は、販売取引に関する帳簿、売上記録その他法令上必要な資料を適切に作成及び保存するものとする。

[bookmark: _r0zr25kq1hpv]第11条（施設利用料金及び販売手数料）
1. 乙が本販売活動を行うにあたり負担する料金は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	施設利用料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	物品販売利用追加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	販売手数料
	□ なし　□ 売上金額の　　　　％　□ 定額（　　　　　円）

	設備・備品使用料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	清掃料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 販売手数料を設定する場合、その算定対象となる売上金額、消費税及び返品・返金の取扱い、売上報告方法並びに精算期限については、甲乙が事前に書面又は電磁的方法により定めるものとする。
3. 乙は、前項の条件に従い、必要な売上報告及び手数料の支払を行うものとする。
4. 甲は、乙の事前の承諾なく、施設利用料金又は販売手数料を一方的に変更しないものとする。
5. 乙の責めに帰すべき事由により追加清掃、設備修理その他の費用が発生した場合、その負担については第16条に従うものとする。

[bookmark: _gp97hobath6]第12条（購入者への説明及び表示）
1. 乙は、販売物品について、品質、性能、材質、原産地、価格、使用方法、注意事項その他購入者の判断に必要な情報を、関係法令に従い適切に表示又は説明するものとする。
2. 乙は、商品の品質、性能、効果、販売価格その他の事項について、事実と異なる表示又は購入者に誤認を与える表示を行ってはならない。
3. 乙は、景品表示法、特定商取引法、消費者契約法その他適用される関係法令を遵守するものとする。
4. 乙は、販売方法に応じて法令上必要となる事業者情報、取引条件、返品条件その他の事項を適切に表示するものとする。
5. 乙は、購入者から商品に関する質問又は説明を求められた場合、誠実かつ適切に対応するものとする。

[bookmark: _nmxq0uxs69hh]第13条（返品、交換及び苦情対応）
1. 本販売活動における商品の返品、交換、修理、保証その他の購入者対応は、原則として乙が行うものとする。
2. 乙は、購入者に対し、返品及び交換の条件、問い合わせ先その他必要な事項を事前に明示するものとする。
3. 乙は、販売物品に契約不適合、欠陥その他の問題が判明した場合、民法、製造物責任法その他適用される関係法令に従い、適切に対応するものとする。
4. 購入者との間で苦情又は紛争が発生した場合、乙は速やかに事実関係を確認し、自己の責任に応じて解決に努めるものとする。
5. 甲が購入者から本販売活動に関する苦情を受けた場合、甲は必要な範囲で乙へ連絡し、乙は合理的な範囲で対応に協力するものとする。
6. 本条は、甲自身の行為又は甲の責めに帰すべき事由による責任を免除するものではない。

[bookmark: _xh30zp3z98hq]第14条（食品及び衛生管理）
1. 乙が食品、飲料その他衛生管理を要する物品を販売する場合、食品衛生法その他関係法令を遵守し、必要な許可、届出及び衛生管理を行うものとする。
2. 乙は、販売する食品等について、適切な温度管理、保存管理、消費期限又は賞味期限の確認その他必要な措置を講じるものとする。
3. 試食、試飲、調理、加熱その他食品の取扱いを伴う行為については、事前に甲の承諾を得るものとする。
4. 乙は、食品アレルギー、原材料、添加物その他法令上必要な情報について適切な表示又は説明を行うものとする。
5. 食品等に起因する健康被害又は衛生上の問題が発生した場合、乙は速やかに必要な対応を行い、甲及び関係機関へ適切に連絡するものとする。
6. 甲は、衛生上の重大な問題が認められる場合、当該食品等の販売停止を求めることができる。

[bookmark: _rb378xc6mb56]第15条（商品及び貴重品の管理）
1. 乙は、本施設内に持ち込む商品、現金、決済端末、貴重品その他の物品について、自己の責任で適切に管理するものとする。
2. 乙は、盗難、紛失、破損その他の事故を防止するため、施錠、監視、保管場所の確保その他合理的な管理措置を講じるものとする。
3. 甲が商品その他の物品を預かる場合、その保管条件、管理責任及び返還方法については、別途合意するものとする。
4. 甲は、乙の持込物品について当然に保管義務を負うものではない。ただし、甲が保管を引き受けた場合又は甲の責めに帰すべき事由により損害が発生した場合は、この限りでない。
5. 乙は、利用終了後に商品その他の物品を放置してはならない。
6. 利用終了後に残置物が発見された場合、甲は乙に通知し、合理的な期限を定めて撤去を求めることができる。残置物の処分については、乙との合意及び関係法令に従うものとする。

[bookmark: _mq3fgzb796ef]第16条（事故及び損害賠償）
1. 甲及び乙は、本施設の利用及び本販売活動に際し、相手方又は第三者に損害を与えないよう合理的な注意を払うものとする。
2. 乙の故意又は過失により、本施設、設備、備品その他甲の財産に損害が生じた場合、乙は法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 乙の販売物品、販売方法、スタッフの行為その他乙の責めに帰すべき事由により第三者に損害が発生した場合、乙は法令に従い必要な対応及び賠償を行うものとする。
4. 甲の故意又は過失により乙又は第三者に損害が発生した場合、甲は法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
5. 甲乙双方に責任がある場合、その責任割合は、各当事者の行為、損害発生の原因その他の事情を踏まえて決定するものとする。
6. 本承諾書のいかなる規定も、法令上免除又は制限することのできない損害賠償責任を排除するものではない。

[bookmark: _jlyivmvbfu7p]第17条（保険の取扱い）
1. 本販売活動に関連する保険の加入状況は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設賠償責任保険
	□ 加入済み　□ 未加入　□ 対象外

	生産物賠償責任保険（PL保険）
	□ 加入済み　□ 未加入　□ 対象外

	動産保険
	□ 加入済み　□ 未加入　□ 対象外

	その他保険
	

	保険会社名
	

	補償内容
	

	補償限度額
	金　　　　　　　　　円

	その他特記事項
	


2. 乙は、販売物品の種類、販売規模及び事故発生の可能性を踏まえ、必要に応じて適切な保険への加入を検討するものとする。
3. 甲が合理的な理由に基づき特定の保険への加入を利用条件とする場合、その条件を事前に乙へ明示するものとする。
4. 保険への加入は、甲又は乙が法令上若しくは契約上負う責任を当然に免除するものではない。

[bookmark: _2y1ly2a1hlpr]第18条（広告及び宣伝活動）
1. 乙は、本販売活動の告知、広告及び宣伝を行う場合、法令及び本施設の利用条件を遵守するものとする。
2. 乙が本施設の名称、ロゴ、写真、住所その他の情報を広告又は宣伝に使用する場合、必要に応じて甲の事前の承諾を得るものとする。
3. 乙は、甲が本販売活動を主催し、商品を販売し、又は商品品質を保証していると誤認させる表示を行ってはならない。ただし、甲が実際に主催又は販売に関与する場合は、この限りでない。
4. 乙は、施設周辺でのチラシ配布、看板設置、呼び込みその他の宣伝活動について、甲の事前の承諾及び必要な法令上の手続を経るものとする。
5. 乙は、広告内容に関する苦情又は紛争について、自己の責任に応じて適切に対応するものとする。

[bookmark: _pt7nv1lu1ytj]第19条（写真及び動画の撮影）
1. 乙が本販売活動の記録、広告又は宣伝を目的として本施設内で写真又は動画を撮影する場合、甲が定める撮影条件を遵守するものとする。
2. 来場者、他の施設利用者、スタッフその他の第三者が識別できる写真又は動画を撮影及び公開する場合、乙は肖像権、プライバシーその他の権利利益に配慮し、必要な同意を取得するものとする。
3. 乙は、甲の事前の承諾なく、本施設の非公開区域、管理設備その他撮影が禁止されている場所を撮影してはならない。
4. 甲が本販売活動の写真又は動画を広告、宣伝その他の目的で利用する場合、乙及び関係する権利者の必要な承諾を取得するものとする。

[bookmark: _s7zhbyc2gs1t]第20条（個人情報の取扱い）
1. 甲及び乙は、本承諾書の履行に関連して取得する個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い適切に取り扱うものとする。
2. 乙は、購入者の氏名、住所、連絡先、購入履歴その他の個人情報を取得する場合、その利用目的を適切に特定し、必要な通知又は公表を行うものとする。
3. 乙は、取得した個人情報について、漏えい、滅失又は毀損を防止するため必要かつ適切な安全管理措置を講じるものとする。
4. 甲及び乙は、法令上認められる場合を除き、適法な根拠なく個人情報を第三者に提供してはならない。
5. 個人情報の漏えい等が発生した場合、当該情報を管理する当事者は、関係法令に従い、必要な報告、本人通知、被害拡大防止その他の対応を行うものとする。
6. 甲及び乙が個人情報を共同利用し、又は相手方へ取扱いを委託する場合、その範囲、目的及び責任分担について、関係法令に従い別途定めるものとする。

[bookmark: _xd2fmp6rqqd2]第21条（禁止事項）
乙は、本施設における本販売活動に際し、次の行為を行ってはならない。
1. 本承諾書に定める範囲を超えた販売活動
2. 無許可又は無届での営業その他法令に違反する行為
3. 施設の設備又は備品を故意に損傷する行為
4. 避難経路又は消防設備の使用を妨げる行為
5. 他の利用者又は近隣住民に著しい迷惑を及ぼす行為
6. 強引な勧誘、虚偽説明その他不適切な販売行為
7. 甲の承諾を得ない第三者への利用権限の譲渡又は転貸
8. 危険物の不適切な持込み又は使用
9. 施設の管理運営を妨害する行為
10. その他本承諾書、施設利用規約又は関係法令に違反する行為

[bookmark: _dvcil3gbce6k]第22条（販売活動の中止及び承諾の取消し）
1. 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当する場合、本販売活動の停止又は本承諾の取消しを行うことができる。
(1) 本承諾書の重要な条項に違反した場合
(2) 必要な許認可等を取得していない場合
(3) 違法な物品又は販売禁止物品を販売した場合
(4) 施設又は第三者の安全に重大な危険を生じさせた場合
(5) 甲又は第三者の権利利益を著しく侵害した場合
(6) その他本販売活動の継続が困難となる重大な事由がある場合
2. 甲は、前項に基づく措置を講じる場合、原則として乙に違反内容を通知し、合理的な期間を定めて是正を求めるものとする。ただし、違法行為、重大な危険その他緊急の対応が必要な場合は、事前の催告なく必要な範囲で販売活動を停止することができる。
3. 本承諾の取消しに伴う施設利用料金、販売手数料その他の費用の精算については、取消しの原因、既に提供された施設利用の状況、事前に合意した条件及び関係法令に従い決定するものとする。
4. 本条に基づく措置は、甲又は乙が法令に基づいて有する損害賠償請求権その他の権利を妨げるものではない。

[bookmark: _all1qm8bi73v]第23条（利用の変更及びキャンセル）
1. 乙が本販売活動の利用日時、販売内容又は利用区画の変更を希望する場合、事前に甲へ申し出るものとする。
2. 利用の変更又はキャンセルについては、甲乙間で事前に合意した施設利用契約、キャンセル規定その他の条件に従うものとする。
3. キャンセル料を設定する場合、その条件は次のとおりとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	利用日の7日前まで
	□ 無料　□ その他（　　　　　）

	利用日の6日前から3日前まで
	利用料金の　　　　％

	利用日の2日前から前日まで
	利用料金の　　　　％

	利用日当日
	利用料金の　　　　％

	無断キャンセル
	利用料金の　　　　％


4. キャンセル料は、事前に明示された合理的な条件に基づき算定するものとし、消費者契約法その他の適用法令に反する定めは適用しない。
5. 甲の責めに帰すべき事由により施設の利用ができなくなった場合、甲乙は代替日程、料金の返還及び損害への対応について協議するものとする。

[bookmark: _3g2su23s9mos]第24条（不可抗力）
1. 天災地変、火災、感染症の大規模な流行、行政機関の命令、交通機関の大規模な停止その他甲乙の合理的な支配を超える事情により本販売活動の実施が困難となった場合、甲乙は速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 前項の場合、甲乙は利用日時の変更、利用中止、料金の精算その他必要な対応について協議するものとする。
3. 不可抗力により債務の履行ができなくなった場合の責任については、民法その他関係法令に従うものとする。
4. 既払料金の返還又は既発生費用の負担については、履行状況、契約内容及び関係法令を踏まえて合理的に決定するものとする。

[bookmark: _c9crp0lnw9b3]第25条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら並びに自らの役員及び実質的に経営を支配する者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又はこれらに対して資金提供その他の便宜供与を行わないものとする。
3. 甲及び乙は、相手方に対して暴力的要求、不当な要求、脅迫的言動その他不適切な行為を行わないものとする。
4. 甲又は乙が本条に違反した場合、相手方は催告することなく本承諾を取り消し、又は関連する契約を法令上認められる範囲で解除することができる。

[bookmark: _vws3969dt8lp]第26条（承諾の有効期間）
1. 本承諾の有効期間は、第2条に定める利用開始日から利用終了日までとする。
2. 利用期間を延長する場合、乙は事前に甲へ申し出て、甲の承諾を得るものとする。
3. 本承諾の有効期間が終了した場合、乙は速やかに本販売活動を終了し、商品及び設備の撤去並びに原状回復を行うものとする。
4. 本承諾の終了後も、損害賠償、個人情報保護、未払金の精算及び紛争解決に関する規定は、その性質に応じて引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _qs7m69t07dex]第27条（他の契約及び利用規約との関係）
1. 本承諾書は、本施設における物品販売に関する個別の利用条件を定めるものであり、別途締結された施設利用契約又は施設利用規約を当然に変更するものではない。
2. 本承諾書と施設利用契約又は利用規約との間に相違がある場合、本販売活動に関する個別の事項については、本承諾書の定めを優先する。ただし、甲乙が別途明示的に合意した場合は、その合意に従うものとする。
3. 本承諾書に定めのない施設利用上の事項については、施設利用契約又は利用規約の定めによるものとする。
4. 甲乙は、本承諾書及び関連する契約書類の内容を相互に確認し、矛盾が生じないよう努めるものとする。

[bookmark: _9aihovtxdw6]第28条（協議事項）
1. 本承諾書に定めのない事項又は本承諾書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は信義誠実の原則に従い、協議のうえ解決するものとする。
2. 本販売活動に関連して問題又は紛争が発生した場合、甲乙は必要な情報を共有し、合理的かつ円滑な解決に努めるものとする。
3. 本承諾書の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の条項は、当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _lqikoyv3pi3a]第29条（準拠法及び合意管轄）
1. 本承諾書の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本承諾書に関連して紛争が生じた場合、甲乙はまず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合、本承諾書に関する訴訟については、　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を、訴額に応じた第一審の専属的合意管轄裁判所とする。ただし、消費者契約法その他の強行法規に反する場合は、当該法令に従うものとする。

[bookmark: _mzb9yc1v0bx6]第30条（最終確認及び承諾）
1. 乙は、本承諾書及び関連する施設利用規約の内容を確認し、販売物品、販売方法、施設利用条件及び法令上の義務を理解したうえで、本販売活動を実施するものとする。
2. 甲は、乙が本承諾書に定める条件を遵守することを前提として、本施設における本販売活動を承諾する。
3. 甲乙は、次の事項について相互に確認する。
□ 販売する物品の種類及び内容を確認しました。
□ 販売日時、利用区画及び利用時間を確認しました。
□ 必要な営業許可、届出及び法令上の手続を確認しました。
□ 販売禁止物品及び禁止行為を確認しました。
□ 施設設備及び什器の使用条件を確認しました。
□ 商品の搬入及び搬出条件を確認しました。
□ 施設利用料金及び販売手数料を確認しました。
□ 購入者への説明、返品及び苦情対応の責任を確認しました。
□ 食品その他衛生管理を要する物品の取扱条件を確認しました。
□ 商品及び貴重品の管理責任を確認しました。
□ 事故及び損害賠償に関する条件を確認しました。
□ 利用変更、キャンセル及び承諾取消しの条件を確認しました。
□ 本承諾書の内容を理解し、これに同意します。









[bookmark: _opuw4mmb9b6c]署名欄
甲及び乙は、本承諾書の内容を確認し、これに合意した証として、本書2通を作成し、記名押印又は署名のうえ、各自1通を保有する。
電子契約により取り交わす場合は、本承諾書の内容を記録した電磁的記録について、甲乙が合意した電子署名その他の方法により承諾を成立させ、各自当該電磁的記録を保管するものとする。

承諾日：　　　　年　　　月　　　日

甲（レンタルスペース運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名・法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（物品販売利用者）
住所・所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

販売責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

